
学校だより：  
 第４５号    令和３年１月７日（木）発行 発行責任者 校長 馬場廣明 

第３学期がスタート！卒業・進級、まとめの学期です。 
新年あけまして、おめでとうございます。本年もまたよろしくお願いいたします。 

さて、１月５日（火）に第３学期始業式が行われ、最終学期がスター 

トしました。今回の冬休みは１０日間という短い休みではありましたが、 

全校生徒が事故なく、そして、新型コロナウイルスに感染することなく、 

元気に登校できたことは何よりもの喜びです。生徒自身の努力であり、 

各ご家庭のご協力であると感謝の気持ちでいっぱいです。始業式では、 

各学年の代表生徒（１年：●●●●くん、２年：●●●●くん、３年： 

●●●●●くん）から、３学期の抱負について発表がありました。各代 

表者共に、自分のことはもちろんのこと、学年としての課題や卒業・進 

級するにあたって心構えなど、たいへんに立派な発表でした。ぜひ、各 

自で新年の新たな目標を打ち立て、達成できるよう努力してください。 

また、今年も新型コロナウイルス感染症拡大は収束の兆しが見えない状態です。学校としても全校

生徒へ指導と施設・設備の消毒作業は継続していきますが、各ご家庭におかれましても、今後も油断す

ることなくご指導とご協力をお願いいたします。 

 ３学期の授業日数は１・２年生が５３日、３年生が４６日です。少ない授業日数ですが、各自の学

習・生活・部活動等、まとめの学期ということではたいへんに大切な学期となります。特に３年生にと

っては高校受験や卒業式があります。なかでも高校受験は今後の人生を歩むうえで、一生を左右する

ものと言ってもおかしくありません。ベストな状態で試験に臨み、最善を尽くせるよう努力してくだ

さい。また、３月は別れの月でもあり、卒業ということは中学校での生活も残りわずかと言うことでも

あります。クラスメイトと共に中学校生活の最高の思い出を作ってください。なお、校長挨拶の詳細に

つきましては、本校のホームページをご覧ください。 

また、３年生の修学旅行の実施の有無につきましては、再度、保護者の皆様よりアンケート調査を行

い、その結果も参考にしながら最終決定していきたいと考えています。現在の校長個人の考えとして

は、毎日のように全国的に増え続けるコロナ感染者数を考えると、生徒も先生も感染リスクの高い場

所に出向く意味は全くないと考えています。あくまでも命が優先であり、受験もあります。しかし、収

束傾向にあり可能であれば、どこかに行かせたいという気持ちはあります。また、保護者の皆様から

は、「９～１０月に行けば良かったのに。」と厳しいご意見もいただいておりますが、校長の判断が悪か

ったということで、お許し願います。ただ一日も早く、コロナ感染症が収束するのを祈るだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

（各学年代表生徒の発表／左から１年生・２年生・３年生、どの生徒もたいへんに立派な発表でした。） 



３年生、租税教室が行われました。 
 ５日（火）に３年生の生徒を対象に租税教室が行われました。 

講師に●●●会計事務所税理士の●●●●●様をお迎えし、ご講 

話をいただきました。資料「私たちの暮らしと税」を活用しなが 

ら、税金はなぜ必要か・税金の種類・税金の仕組みなどについて 

詳しく学習をしました。生徒たちは終始、真剣な眼差しで話を聴 

いており、今まで知らなかった税について理解を深めることがで 

きました。税金にもいろいろな種類があり、結構な金額を年間で 

支払っていることへの嬉しさ半分・苦しさ半分を感じました。   （真剣な態度でお話を聴く３年生） 

ユネスコ世界寺子屋運動募金、８，２００円集まる！ 
戦争や貧困などの理由で教育の機会に恵まれない人たちのための学びの場であ 

る寺子屋での識字教育や技術訓練、人材育成を行い、人々が自立し貧困から抜け 

出す手助けをすることに活用されます。本校では、昨年の１１月３０日～１２月 

１１日にかけて、生徒会役員の生徒を中心に募金活動を行いました。全校生徒と 

        全教職員のご協力により、８，２００円が集まりました。今回集められた 

        お金は須賀川市のユネスコ協会事務局に代表生徒と生徒会顧問の先生で  

        届けてくる予定です。皆さんの心温まる善意に心より感謝いたします。あ  

        りがとうございました。  

「我が家のイチオシメニュー」は何ですか？ 
先日、本校のホームページでもご紹介しましたが、１年生の家庭科の授業では冬休みの宿題として

「我が家のイチオシメニュー」の発表がありました。出来上がった料理の写真を貼り、説明文に材料や

作り方などを生徒が紹介する授業でした。私の一番の感想は「こんな料理できるの？」「美味そうだな

あ！」そして、この地区の良さを感じました。おそらく、１年生のお父さん・お母さんは年齢がとても

若いと思います。（２、３年生も同じですが）その若さで、栗きんとんや茶碗蒸し、ローストビーフ・

雑煮・おせち料理・肉じゃが・煮魚等々が作られています。本当にすばらしいことだと思いました。ま

た、生徒の皆さんのお祖父ちゃんやお祖母ちゃんのすばらしい教育や教えが次の世代に引き継がれて

いることも感じました。ぜひ、生徒の皆さんも今後、我が家のイチオシメニューを継承してくれること

を願うばかりです。 

余談になりますが、私が若い頃、須賀川市内の中学校に勤務し担任していた時、弁当の日はいつも女

子生徒のお母さんが作った甘い厚焼玉子が大好きで、よく生徒とおかずを交換して食べていました。

そのうち、私専用の厚焼き玉子が準備されるようになり、今でもその味は忘れられません。 

 

 

 

 

 

 

  

（１年１組のメニューより）    （思い出の厚焼き玉子より）    （１年２組のメニューより） 

■ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に今後もご努力とご協力をよろしくお願いいたします。 

～ 本校ホームページ、アクセス数１２４万件を突破しました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 ～ 


